
第１学年２組 数学科学習指導案 

北九州市立穴生中学校 

 

１．単元名  平面図形 

 

２．指導観 

 ○ 生徒観 

   本学級は男子２１名，女子１３名の合計３４名である。授業に対する姿勢は前向きで，学習活動に

も真面目に取り組む。授業中には積極的に発言をする生徒も多い。中には，教科書では扱わないよう

な数学の話に対しての関心が高い生徒もいて，向上心が窺える。その他の生徒も発表こそ尐ないが，

ノートなど丁寧にまとめ，しっかりと話を聞くことができる。 

平面図形については，図形の直線と角についての表し方や位置関係などについての知識や図形の移

動についての知識を得ている。また，基本の作図については，垂直二等分線や角の二等分線，垂線の

書き方の練習を繰り返し行っている。 

ここでは，作業や小集団（グループ）活動などを取り入れることよって，自らが考え，自分の手で

問題解決できるような指導方法の工夫を心がけたい。 

 

○ 教材観 

  単元での目標は，基本的な図形について見通しをもって作図する能力を伸ばすとともに，平面図形

についての理解を深め，論理的に考察する基礎を養うことである。また，図をかくという操作的な活

動によって図形に対する興味や関心を喚起し，図形の概念や性質についての直観的な見方や考え方を

深めることができるようにする。特に，課題解決の場面では，予想させ，その予想を他の人と交流さ

せることで，考えを深めさせる。 

特に基本の作図においては，円の２つ弦のそれぞれの垂直二等分線の交点が円の中心になることが，

地図上の３地点からの距離が等しい地点を見つけることにつながるなど身近な問題解決につなげる

という意味で社会的に価値がある。 

また，数学の系統では 小学校の低学年から，図形の学習を行っており，その作図方法の学習過程

で，図形を，条件を満たす点としての考えを使った作図方法を学習したり，図形の簡単な性質につい

て学習したりしている。本単元では，これらの既知の内容をまとめるとともに，これまでの図形に対

する理解を，実体的把握による理解から，より高度な機能的・構成的な理解へと高めさせる。 

 

 ○ 指導観 

  小学校での既習事項を踏まえて，中学校では，図形に対する概念を数学用語を用いることにより，

具体的ではなく，より一般的に説明できるようにする。また，おうぎ形は小学校では学習していない

ため，弧の長さや面積などの計量も既習の内容をもとにして取り扱い，πの意味とあわせて丁寧に指

導する。おうぎ形は円の一部であり，円の中心角と中心角の大きさとの比の関係をもとにして，比例

式を活用できることや弧の長さや面積を求める公式を活用することができることを理解させるよう

にする。 

 

３．本時における『思考を活性化する』ことを促すための学習活動の工夫 

 ○ 子どもの思考を深める「発問」の工夫について 

  前時には，「円の弦の垂直二等分線は，その円の中心を通る」という性質を学習しており，本時は

それをもとにして作図を行う。中心の作図をするにあたって，本質をとらえさせるために手順の理解

だけでなく，次のような発問を行う。 

  １つ目は「本当に円の中心を通るのか」と問うことにより，弦ＡＢの垂直二等分線上の点は，弦Ａ 

 Ｂから距離の等しい点の集まりで，円の中心もＡ，Ｂから距離の等しい点なので，中心は弦ＡＢの垂 



 直二等分線上にあることを発表させ，既習事項をまとめるようにしたい。 

  ２つ目は，「円の弦の垂直二等分線を２本ではなく，３本ひいたらどうなるのか」と問うことによ 

 り，点を求めるには２本の直線が必要かつ十分であり，３本以上は必要ないことを確認する。 

 

 ○ 「話し合う活動」と「書く活動」について  

  「書く活動」については，実際に土器の中心を求める作図の手順となぜそのような作図で中心が求

められるかという理由を記述させる。「話し合う活動」については，自分の考えをまとめ，数学用語

を使って，簡潔に表現されているか，既習の性質を正しく活用しているかを生徒に決めさせてからグ

ループで話し合うことにより，さらに思考を深めるようにしたい。 

 

４．目標 

数学への 

関心・意欲・態度 

○ 図形に関心をもち，図形についての操作や図をかくことを通して，

関係や性質を見付けようとする。 

○ 定規とコンパスを用いた作図に，意欲的に取り組もうとする。 

数学的な 

見方・考え方 

○ 作図の方法を見出すことができる。 

○ おうぎ形の弧の長さや面積を求める公式をπを含む文字を使って考

察することができる。 

数学的な技能 

○ 与えられた図形を移動させた図形を書くことができる。 

○ 定規とコンパスを用いて，基本的な作図をすることができる。 

○ おうぎ形の弧の長さや面積を求めることができる。 

数量や図形などに 

ついての知識・理解 

○ 図形に関する用語・記号について理解する。 

○ 平面図形に関する基本的な性質について理解する。 

○ 移動に関する定義について理解する。 

 

５．指導計画と評価計画（総時数１７時間） 

主な学習活動・内容 指導・支援上の留意点 評価規準及び評価方法 

１．直線図形と移動 

＜１＞直線と角について考え

る。         ③ 

⑴ 直線，線分，半直線や角

の定義及び表し方を知り，

２点間の距離について調

べる。 

⑵ 垂直な２直線，平行な２

直線の意味と表し方を知

り，点と直線，直線間の距

離について調べる。 

 

＜２＞図形の移動を考える。 

            ③ 

 ⑴ 平行移動の定義を示し，

平行移動した図をかき，性

質を調べる。 

 

 

 

 

 

○ 書いたり折ったりする操作活

動を取り入れることにより，学習

内容が具体的な図形をもとに理

解できるように配慮する。 

○ 身近なものを取り上げること

で，図形に対する興味・関心を高

める。 

○ 用語や記号の定義を図と言葉

を対応させて説明する。 

 

 

○ 生徒全員に正方形の紙を配布

し，８つにおり，はさみを入れる。

広げたときにできる図形を予想

させてから，折り紙を広げさせ

る。 

 

 

 

【関】身の回りにあるものを，

直線や多角形などと見ようと

したり，考えたりしようとし

ている。（行動分析・発言分析） 

【知】線分・距離・垂直・垂線・

平行など図形に関する用語・

記号について理解している。 

（ノート分析） 

 

 

 

【見】平行移動，回転移動，対  

 称移動の基本的な性質を，操  

 作や観察などを通して考える

ことができる。（ノート分析） 

【技】与えられた図形を，平行



 

 

 ⑵ 回転移動の定義を示し，

回転移動した図をかき，性

質を調べる。 

 

 

 ⑶ 対称移動の定義を示し，

した対称移動した図をか

き，性質を調べる。 

 ⑷ ３つの移動を組み合わ

せたものについて考える。 

 

 

２ 基本の作図 

＜１＞基本の作図について考

える。         ④ 

 ⑴ 垂直二等分線の作図を

する。 

 ⑵ 角の二等分線の作図を

する。 

 ⑶ 垂線の作図の方法を考

える。 

  ・ 直線上の１点からこの

直線に垂線を引く。 

  ・ 直線上にない１点から

この直線に垂線を引く。 

 ⑷ 基本の作図を利用して，

いろいろな図形の作図を

する。 

 

 

３ 円とおうぎ形の計量 

＜１＞円とおうぎ形の性質に

ついて考える。    ② 

 ⑴ 円の弧，弦，中心角の意

味を知り，表し方を理解す

る。 

 ⑵ 円と直線との位置関係

を調べ，円の接線の性質を

理解する。 

 ⑶ おうぎ形の意味を知り，

表し方を理解する。 

 

 

 

○ 平行移動では，移動の方向と移  

 動の距離に着目させる。 

○ 回転移動では，回転の中心，回

転の方向，回転の角度に注目させ

る。 

○ 対応する２点と回転の中心の

関係に着目させる。 

○ 対称移動では，対称の軸と対称

な点を結ぶ線分の関係に着目さ

せる。 

○ ３つの移動の組み合せで，図形

はどんな位置でも移すことがで

きることに気付かせる。 

 

 

 

 

○ ひし形や二等辺三角形の対称

性を利用して，基本の作図をする

ことができることに気づかせる

ために既習の図形を作図した図

形の中から見つけさせるように

する。 

○ 作図における定規とコンパス

の使い方を確認させる。 

○ 特に作図については，まず自分

で考え，その考えを班で交流させ

る。 

○ 基本の作図を使って，正方形な

どのいろいろな図形を作図する

ことができるようにする。 

 

 

 

 

○ 用語や記号の定義は，図を通し

て具体的に分かりやすく説明す

る。 

○ 円の接線は，その接点を通る半

径に垂直であることを円の対称

性から導くようにする。 

 

 

 

 

 

移動，回転移動，対称移動さ

せて書くことができる。    

（ノート分析） 

【知】平行移動，回転移動，対

称移動の意味を理解してい

る。    （ノート分析） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【見】作図の方法を見いだすこ  

 とができ，その根拠について  

考えることができる。 

（ノート分析） 

【技】定規とコンパスを用いて，

基本的な作図をすることがで

きる。   （ノート分析） 

【知】作図の手順を理解してい

る。    （ノート分析） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【技】円の接線や半径と中心角

がわかっているおうぎ形をか

くことができる。 

（ノート分析） 

【知】円とおうぎ形についての

用語・記号や円の接線の性質，

半径と中心角が等しいおうぎ

形の弧の長さや面積の関係を

理解している。 

（発言・ノート分析） 

 



＜２＞円とおうぎ形で，円周角

や弧の長さ，面積について考

える。        ③ 

 ⑴ 円の周の長さと面積を，

πなどの文字を使った公

式で表し，公式を使って求

める。 

 ⑵ おうぎ形の弧の長さと

面積を求める。 

  ・おうぎ形の中心角，面積，

弧の長さの関係を調べ，弧

の長さと面積を求める公

式を導く。 

 

 

 

◇章末問題・活用問題   ② 

（本時） 

 

 

 

 

○ 小学校で学習した円について

の公式を想起させ，それをもとに

文字を使って，公式を作り直すよ

うにする。 

○ 円周率を表す文字πは初めて

学習するためその意味を理解さ

せるとともに，使い方についても

丁寧に指導する。 

○ 円とおうぎ形の関係を理解し，

中心角と比例関係を使って，おう

ぎ形の弧の長さと面積を求める

公式を導くようにする。 

 

○ 様々な問題を解くことを通し

て，理解を深めさせ習熟を図る。 

 

 

 

【技】円の周の長さと面積及び

おうぎ形の弧の長さと面積を

求めることができる。 

（ノート分析） 

【見】おうぎ形の弧の長さや面

積を求める公式を使って考察

することかできる。 

（ノート分析） 

 

 

 

 

 

【知】図形に関する用語・記号

について理解する。 

（ノート分析） 

【表】様々な問題を解くことが

できる。  （ノート分析） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６．本時の学習 平成２９年１月２６日（木）  第５校時 １年２組教室 

⑴ 主 眼 円の対称性や基本の作図を利用して円形土器の中心をみつけることができる 

⑵ 準 備 学習プリント，コンパス，三角定規，画用紙で作った土器 

⑶ 展 開  

ご指導よろしくお願いします 

主な学習活動・内容 ○ 指導・支援上の留意点 【観点】評価規準（評価方法） 

１．問題の確認をする。 

 

 

 

 

 ○ 大きさを求めるには円の中心が必要で 

あることを確認する。 

２．本時のめあてを確かめる。 

 

○ いのちのたび博物館のチラシを導入に用いる。 

 

 

 

 

○ 何がわかれば「大きさ」が分かるのかと問い，中心の  

 位置が必要であることに迫るようにする。 

 

○ 見通しを持たせるために円の弦や中心に関わる性質 

 が使えないかと問う。 

○ 既習事項を図示したものを Powerpointで提示し，作 

図やその説明に使えるようにする。 

３．土器の中心の求め方を個人で考える。 

 ○ 各自で作図をし，考えをまとめる。 

 

４．土器の中心の求め方をグループで考える。 

 ○ 作図の手順を話し合う。 

 ○ その作図によって，土器の中心を見  

つけられる手順を考える。 

 

 

 

 

５．グループで考えた作図を発表する。 

○ 生徒は作図を板書し，作図の手順を説

明する。 

○ この作図によって，土器の中心を求め

られる理由を考える。 

 

○ 作図の手順が正しい理由を数学用語を

使い，また，既習の性質を正しく活用す

るようにして話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．本時の学習を振り返る。 

 

 

 

○ 実際の土器の大きさを厚紙で作っておき，黒板に掲示

して，生徒にどこが土器の中心になるのか考えさせる。 

 

○ 土器の中心の作図の方法がわからないグループには，

円の弦の垂直二等分線は円の中心を通ることを説明す

る。 

○ 点を見つけるためには，直線を２本引く必要があるこ

とを確認する。 

【技】定規とコンパスを用いて，基本的な作図をすること

ができる。            （ノート分析） 

 

○ 教師は生徒の説明を聞き，作図の手順を整理して板書

する。 

○ 円周上の点のとり方や手際の良さの観点で，グループ

の発表を聞き，「なるほど」と思ったことをノートに書か

せる。 

○ 「本当に円の中心を通るのか」を考えさせる。 

○ 円の中心を通る理由を図示したものを Powerpoint

で提示し，根拠を確認させる。 

○ 「円の弦の垂直二等分線を２本ではなく，３本ひいた

らどうなるのか」を考えさせる。 

○ 実際に垂直二等分線を３本引いて，確認するように指

示し，中心を通ることを確認する。さらに作図に３本目

の垂直二等分線は必要かと問い「必要十分」であるとい

う考え方に気づくようにする。 

○ 土器の中心を求められる理由をまとめる。 

【見】作図の方法を見いだすことができ，その根拠につい

て考えることができる。       （ノート分析） 

まとめ 土器の中心を求めるには，２つの弦をとり，それぞれの垂直二等分線をひき，その交点を

とればよい 

めあて 土器の中心を作図しよう 

問題 下のような土器の破片が発掘されました。この破片は，もともと円形だったことがわかっ

ています。この破片から，土器のもとの大きさを調べることにしました。どのようにすれば，

土器の大きさを求めることができるでしょうか。 

 


